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配
車
負
担
、
夜

間
作
業
が
減
少

加
工
食
品
、
飲
料
、
酒
類

物
流
の
卸
の
物
流
セ
ン
タ
ー

向
け
輸
送
は
、
従
来
、
卸
か

ら
メ
ー
カ
ー
、
ま
た
メ
ー
カ

ー
か
ら
物
流
企
業
へ
の
発
注

は
納
品
前
日
が
基
本
だ
っ

た
。
だ
が
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
が
不
足
す
る
中
で
、

夏
や
12
月
の
繁
忙
期
に
、
前

日
発
注
で
は
、
メ
ー
カ
ー
側

は
車
両
確
保
が
困
難
に
。
物

流
側
で
手
配
す
る
車
両
数
が

決
定
す
る
の
は
、
納
品
前
日

の
夜
間
と
な
り
、
配
車
担
当

者
に
と
っ
て
負
担
だ
。

さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
で
国

の
緊
急
事
態
宣
言
が
発

出
さ
れ
た
際
に
も
、
物

量
へ
の
影
響
が
予
測
し

づ
ら
い
事
態
を
招
い
て

い
る
。「
現
在
も
前
日

受
注
が
主
流
の
た
め
、

緊
急
事
態
宣
言
が
発
出

さ
れ
る
と
影
響
が
見
え

に
く
い
。
昨
年
４
月
、

今
年
１
月
の
緊
急
事
態

宣
言
で
も
、
正
確
な
物

量
は
納
品
前
日
ま
で
分

か
ら
な
か
っ
た
。
前
々

日
受
注
が
広
が
っ
て
く

れ
る
と
助
か
る
」
と
あ

る
関
東
の
低
温
物
流
企

業
。前

々
日
受
注
が
実
現

す
る
と
、
飲
料
、
酒
類

の
物
流
で
は
、
物
流
子

会
社
の
出
荷
拠
点
で
の
納
品

日
前
日
の
午
後
か
ら
夜
間
の

ピ
ッ
キ
ン
グ
や
荷
揃
え
、
運

送
企
業
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
夜

間
の
積
み
込
み
を
な
く
す
こ

と
が
で
き
、
庫
内
作
業
員
と

ド
ラ
イ
バ
ー
の
残
業
時
間
も

削
減
で
き
る
。

複
数
の
メ
ー
カ
ー
が
昨
年

か
ら
飲
料
や
ビ
ー
ル
輸
送
で

取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
の
に

加
え
、
キ
リ
ン

グ
ル
ー
プ
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
が

飲
料
で
行
っ
て

い
た
前
々
日
受

注
を
酒
類
に
も

拡
大
し
、
今
月

10
日
か
ら
、
キ

リ
ン
グ
ル
ー
プ

の
一
部
の
工
場

か
ら
卸
セ
ン
タ
ー
へ
の
輸
送

で
実
施
し
て
い
る
。
他
の
飲

料
物
流
子
会
社
も
今
月
10
日

か
ら
、
従
来
の
飲
料
で
の
取

り
組
み
を
ビ
ー
ル
に
も
拡
大

し
た
。運

送
会
社
が

対
応
に
混
乱

半
面
、
共
同
で
輸
送
し
て

い
る
も
う
一
つ
の
荷
物
が
前

日
受
注
の
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
前
々
日
受
注

の
進
ち
ょ
く
が
芳
し
く
な
い

事
例
も
。
あ
る
飲
料
物
流
子

会
社
は
２
０
１
９
年
か
ら
全

国
の
大
半
の
卸
向
け
の
飲
料

輸
送
で
、
前
々
日
受
注
を
実

施
し
て
い
る
。

た
だ
、
積
み

合
わ
せ
て
い
る

食
品
は
、
前
日

受
注
の
ま
ま

で
、
運
送
企
業

側
が
飲
料
も
前

日
受
注
だ
ろ
う

か
と
混
乱
し
て

し
ま
い
、
ド
ラ

イ
バ
ー
が
飲
料

も
食
品
と
同
日

に
納
品
し
て
し

ま
う
羽
目
に
。

こ
の
物
流
子
会
社
の
担
当

者
は
「
当
社
で
、
飲
料
の
み

前
々
日
受
注
で
あ
る
こ
と
を

事
前
に
設
定
し
、
運
送
企
業

に
も
伝
え
て
い
る
が
、
ド
ラ

イ
バ
ー
へ
の
伝
達
が
な
か
な

か
う
ま
く
い
か
な
い
。
共
同

輸
送
を
行
っ
て
い
る
食
品
メ

ー
カ
ー
側
は
前
々
日
受
注
に

変
更
す
る
意
向
が
な
い
た

め
、
困
っ
て
い
る
」と
話
す
。

情
報
共
有
と
仕

組
み
変
更
も
鍵

こ
う
い
っ
た
課
題
を
解
決

し
、
前
々
日
受
注
を
推
進
す

る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
か
。
野

村
総
合
研
究
所
の
森
川
健
上

級
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
は
運
送

企
業
側
の
営
業
や
配
車
の
担

当
だ
け
で
な
く
、
ド
ラ
イ
バ

ー
に
も
状
況
が
伝
わ
る
よ

う
、
物
流
子
会
社
側
に
よ
る

緻
密
な
情
報
共
有
が
必
要
と

す
る
。

さ
ら
に
、
物
流
子
会
社
や

メ
ー
カ
ー
の
物
流
担
当
者
だ

け
が
尽
力
し
て
も
、
メ
ー
カ

ー
の
製
造
・
営
業
部
門
の
都

合
が
あ
り
、
議
論
し
な
い
と

改
善
が
難
し
い
場
合
も
多

い
。社

内
外
の
多
く
の
関
係
者

を
巻
き
込
ん
で
、
発
着
地
が

一
致
す
る
前
々
日
受
注
可
能

な
商
品
の
中
か
ら
共
同
輸
送

の
新
た
な
相
手
を
探
す
の
も

手
だ
。
そ
う
す
れ
ば
、「
物
流

効
率
化
も
進
展
す
る
の
で
は

な
い
か
」
と
森
川
上
級
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
。
効
率
的
な
共

同
輸
送
の
仕
組
み
は
維
持
し

つ
つ
、
組
み
合
わ
せ
の
変
更

を
検
討
す
る
こ
と
も
鍵
と
な

り
そ
う
だ
。

加工食品業界で推進されてきた、メーカーが卸から
前々日に注文を受け、輸送を前々日に運送企業に発注す
る取り組みが、飲料、酒類にも拡大してきた。運送企業
の車両手配の負担と、物流子会社倉庫での夜間積み込み
減少などが利点。一方、前日、前々日で受注日が異なる
商品を共同輸送する際に現場が混乱するケースもあり、
運送企業との緻密な情報共有、マッチング相手の変更も
求められそうだ。熊田　安那記者

飲
料
、酒
類
で
近
年
拡
大

共同輸送が推
進阻む事例も

卸向けで進む前 日々受注

「
リ
ス
ク
管
理
」
と
は
想
定

さ
れ
る
リ
ス
ク
が
起
こ
ら
な
い

よ
う
に
予
防
策
を
取
る
こ
と
で

あ
り
、「
危
機
管
理
」
と

は
想
定
し
た
リ
ス
ク
が

顕
在
化
し
て
、
危
機
に

陥
っ
た
際
の
対
処
の
準

備
を
す
る
こ
と
で
あ

る
。物

流
企
業
の
交
通
事

故
対
策
で
は
、
リ
ス
ク

管
理
よ
り
も
危
機
管
理

に
終
始
し
て
し
ま
い
が

ち
で
、
リ
ス
ク
管
理
が

ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い

な
い
実
態
が
散
見
さ
れ

る
。物

流
企
業
に
限
ら

ず
、
企
業
の
習
性
と
い

う
も
の
は
、
自
社
の
組

織
を
守
り
、
存
続
さ
せ

る
こ
と
を
第
一
と
考
え

る
。
こ
の
た
め
、
企
業

を
安
心
さ
せ
る
も
の

は
、
ま
だ
起
き
て
い
な

い
事
故
な
ど
の
潜
在
的

な
リ
ス
ク
へ
の
予
防
よ

り
も
、
顕
在
化
し
た
際

の
危
機
へ
の
対
応
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
に
な

る
。具

体
的
に
言
え
ば
、
予
防
の

た
め
の
乗
務
員
教
育
よ
り
も
、

事
故
時
の
保
険
、
事
故
対
応
の

た
め
の
社
内
体
制
の
整
備
を
十

分
に
し
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
自
体
は
、
決
し
て

問
題
で
は
な
い
。
問
題
は
、
予

防
を
置
き
去
り
に
し
て
危
機
管

理
だ
け
に
終
始
し
て
し
ま
う
こ

と
で
あ
る
。
危
機
管
理
に
終
始

す
る
企
業
姿
勢
は
、
結
果
と
し

て
、
予
防
を
乗
務
員
任
せ
に
し

て
し
ま
い
や
す
い
。

ま
た
、
こ
う
し
た
姿
勢
に
終

始
す
る
主
た
る
原
因
は
、
経
営

者
の
リ
ス
ク
に
対
す
る
考
え
方

に
あ
る
。
よ
く
あ
る
考
え
方
と

し
て
、「
事
故
の
予
防
教
育
は
成

果
が
出
に
く
い
が
、
事
故
対
応

の
準
備
は
明
確
で
確
実
で
あ
る
」

な
ど
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ

う
し
た
考
え
方
の
根
底
に
は
、

最
初
か
ら
事
故
防
止
教
育
な
ど

の
対
策
に
期
待
を
し
て
い
な
い

こ
と
が
あ
る
。

さ
ら
に
言
え
ば
、
期
待
し
て

い
な
い
理
由
と
し
て
、
そ
も
そ

も
自
社
の
乗
務
員
を
あ
ま
り
信

用
し
て
お
ら
ず
、
実
践
す
る
前

か
ら
予
防
対
策
に
懐
疑
的
な
こ

と
が
多
い
の
で
あ
る
。

予
防
を
軽
視
す
る
物
流
企
業

は
、
危
機
管
理
を
厚
く
す
る
こ

と
ば
か
り
考
え
る
。
事
故
時
の

対
応
は
、
本
来
、
事
故
の
解
決

に
関
わ
る
準
備
で
あ
る
は
ず
な

の
に
、
そ
れ
を
拡
大
さ
せ
、
事

故
時
の
乗
務
員
へ
の

制
裁
を
制
度
化
し
よ

う
と
す
る
。
事
故
時

の
罰
則
・
罰
金
が
そ

れ
で
あ
る
。

危
機
管
理
だ
け
を

強
化
し
事
故
時
の
乗

務
員
制
裁
ま
で
行
う

物
流
企
業
は
、
や
が

て
乗
務
員
か
ら
見
放

さ
れ
る
よ
う
に
な

る
。「
割
に
合
わ
な

い
」
と
感
じ
た
乗
務

員
は
離
職
す
る
か
ら

で
あ
る
。
さ
ら
に
、

そ
の
評
判
は
業
界
内

を
駆
け
巡
り
、
そ
の

後
は
良
質
な
人
材
が

集
ま
ら
な
く
な
る
。

物
流
企
業
の
生
命

線
は
、
荷
主
だ
け
が

握
っ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
交
通
事
故

リ
ス
ク
の
考
え
方
も

大
き
な
影
響
を
及
ぼ

し
か
ね
な
い
。
既
に

業
界
内
で
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
恒

常
的
な
人
手
不
足
を
乗
り
切
る

た
め
に
も
、
交
通
事
故
対
策
で

は
、
危
機
管
理
一
辺
倒
で
は
な

く
、
予
防
対
策
の
要
素
が
大
き

い
、
リ
ス
ク
管
理
と
の
両
立
を

真
剣
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
。

「リスク管理」と「危機管理」第
76
回
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き
た
む
ら
・
の
り
や
す

＝
１
９
９
１
年
東
京
海
上

火
災
保
険
入
社
、
現
在
は

東
京
海
上
日
動
リ
ス
ク
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
主
席
研

究
員
、
慶
大
院
特
任
准
教

授
。
企
業
の
交
通
安
全
対

策
が
専
門
。

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
で
、
貿
易
を
取
り
巻

く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
。
前
回
は
、
貿
易
実
務
の
改

善
と
し
て
イ
ン
コ
タ
ー
ム
ズ
の

見
直
し
、
適
切
な
フ
ォ
ワ
ー
ダ

ー
選
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
説
明
し

た
。
最
終
回
は
コ
ン
テ
ナ
ラ
ウ

ン
ド
ユ
ー
ス
の
活
用
と
貿
易
ド

キ
ュ
メ
ン
ト
（
書
類
）
の
電
子

化
に
つ
い
て
述
べ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
で
、
世
界
的
に
コ
ン
テ

ナ
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

海
上
運
賃
が
高
騰
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
中
で
、
取
り
組
み
た

い
の
が
、
ド
レ
ー
ジ
（
コ
ン
テ

ナ
の
陸
上
輸
送
）
費
用
の
削
減

に
寄
与
す
る
コ
ン
テ
ナ
ラ
ウ
ン

ド
ユ
ー
ス
だ
。
費
用
低
減
と
言

え
ば
海
上
運
賃
に
目
が
行
き
や

す
い
が
、
輸
送
全
体
の
中
で
意

外
と
コ
ス
ト
割
合
の
高
い
ド
レ

ー
ジ
費
用
が
見
直
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
は
多
い
。
ま
た
、
国
際

輸
送
業
務
を
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
に

一
任
し
、
コ
ン
テ
ナ
ラ
ウ
ン
ド

ユ
ー
ス
を
検
討
し
た
こ
と
が
な

い
企
業
も
見
ら
れ
る
。

コ
ン
テ
ナ
ラ
ウ
ン
ド
ユ
ー
ス

は
、
輸
入
後
の
コ
ン
テ
ナ
を
港

に
戻
さ
ず
に
、
輸
出
用
に
転
用

す
る
こ
と
で
、
空
き
コ
ン
テ
ナ

の
輸
送
を
削
減
で
き
る
。
例
え

ば
、
輸
出
企
業
は
港
か
ら
バ
ン

ニ
ン
グ
拠
点
ま
で
の
空
き
コ
ン

テ
ナ
の
輸
送
費
を
低
減
で
き

る
。
二
酸
化
炭
素
の
削
減
や
、

港
湾
混
雑
の
解
消
な
ど
の
効
果

も
期
待
さ
れ
、
意
義
は
大
き

い
。
ラ
ウ
ン
ド
ユ
ー
ス
の
実
現

に
は
、
大
前
提
と
し
て
輸
出
者

と
輸
入
者
の
双
方
の
コ
ン
テ
ナ

を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
が
、
う
ま
く
実
施
す
る
に

は
主
に
４
つ
の
条
件
が
あ
る
。

う
ま
く
実
施
す

る
４
つ
の
条
件

　
１
つ
目
が
、
利
用
船
社
が
同

じ
で
あ
る
こ
と
。
２
つ
目
が
、

利
用
コ
ン
テ
ナ
の
規
格
が
同
じ

で
あ
る
こ
と
。
３
つ
目
は
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
一
致
し
て
い
る
こ

と
。
最
後
は
コ
ン
テ

ナ
内
が
き
れ
い
な
状

態
で
あ
る
こ
と
。
条

件
の
う
ち
特
に
難
し

い
の
が
、
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
一
致
だ
。
両

社
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

が
か
み
合
わ
な
い
ケ

ー
ス
が
あ
る
こ
と
に

加
え
、
一
致
し
て

も
、
輸
入
者
の
コ
ン

テ
ナ
を
積
載
し
た
船

の
入
港
が
遅
延
し
た

場
合
、
輸
出
者
側
の
バ
ン
ニ
ン

グ
時
間
に
間
に
合
わ
な
い
事
態

の
発
生
も
想
定
さ
れ
る
。

こ
の
問
題
を
解
決
す
る
の

が
、
コ
ン
テ
ナ
蔵
置
機
能
を
持

つ
イ
ン
ラ
ン
ド
コ
ン
テ
ナ
デ
ポ

だ
。
輸
入
者
は
デ
バ
ン
ニ
ン
グ

後
、
イ
ン
ラ
ン
ド
コ
ン
テ
ナ
デ

ポ
に
空
き
コ
ン
テ
ナ
を
返
却

し
、
輸
出
企
業
は
近
場
の
イ
ン

ラ
ン
ド
コ
ン
テ
ナ
デ
ポ
に
あ
る

空
き
コ
ン
テ
ナ
を
利
用
し
、
輸

入
者
と
輸
出
者
間
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
、
コ

ン
テ
ナ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
率
を
高

め
る
。
ラ
ウ
ン
ド
ユ
ー
ス
の
実

現
に
は
、
複
数
の
関
係
者
と
の

調
整
が
必
要
で
、
特
に
輸
出
者

と
輸
入
者
間
の
責
任
範
囲
に
つ

い
て
は
、
事
前
に
明
確
に
す
る

こ
と
で
ト
ラ
ブ
ル
も
回
避
で
き

る
だ
ろ
う
。
責
任
分
界
点
の
明

確
化
が
可
能
な
点
も
、
イ
ン
ラ

ン
ド
コ
ン
テ
ナ
デ
ポ
の
活
用
は

検
討
に
値
す
る
。

貿
易
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
の
電
子
化

貿
易
書
類
の
電
子
化
の
推
進

も
必
要
と
な
る
。
貿
易
書
類
の

多
く
は
、
現
在
も
紙
が
使
用
さ

れ
社
内
外
で
書
類
の
共
有
・
管

理
が
難
し
い
状
態
が
あ
る
。

　
電
子
化
は
３
つ
の
レ
ベ
ル
に

分
け
ら
れ
る
。
レ
ベ
ル
１
は
業

務
に
必
要
な
情
報
を
デ
ー
タ
化

し
、
共
有
し
や
す
く
す
る
。
例

え
ば
Ｒ
Ｐ
Ａ
（
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ

る
業
務
自
動
化
）
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
書
類
作
成
に
必
要
な

情
報
の
抽
出
や
定
型
作
業
を
削

減
で
き
る
。
レ
ベ
ル
２
で
は
、

書
類
作
成
ツ
ー
ル
を
共
通
化
し

一
元
的
な
電
子
書
類
の
作
成
・

共
有
・
管
理
を
行
う
。
レ
ベ
ル

３
は
、
社
内
外
の
関
係
者
を
対

象
に
情
報
共
有
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
（
基
盤
）
を
通
じ
て
電
子

書
類
を
共
有
す
る
こ
と
で
情
報

の
共
有
を
簡
素
化
す
る
。

　
輸
出
入
関
係
者
全
体
を
つ
な

ぐ
新
し
い
貿
易
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
が
登
場
し
、
書
類
の
電
子

化
に
よ
り
貿
易
実
務
の
在
り
方

が
変
化
し
て
い
る
。

　
電
子
化
へ
の
対
応
は
レ
ベ
ル

３
が
理
想
だ
が
、
レ
ベ
ル
１
で

も
素
早
い
効
率
化
が
可
能
だ
。

企
業
競
争
力
向
上
に
向
け
て
、

今
回
紹
介
し
た
コ
ン
テ
ナ
ラ
ウ

ン
ド
ユ
ー
ス
と
電
子
化
を
検
討

し
て
ほ
し
い
。
こ
れ
ま
で
中
小

企
業
の
現
場
改
善
に
つ
い
て
解

説
し
て
き
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
拡
大
で
経
営
環
境
が
不
安
定

な
状
況
が
続
い
て
い
る
が
、
現

場
改
善
に
は
継
続
し
て
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
。�（
連
載
終
わ
り
）

ラウンドユースの検討を

　
お
お
む
ろ
・
し
ょ
う
じ
＝
２
０
１
０
年
米
ナ
シ
ョ
ナ
ル
大

経
営
学
修
士
、
外
資
系
３
Ｐ
Ｌ
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
で
複
数
の
倉

庫
の
立
ち
上
げ
運
営
管
理
を
経
験
。
後
に
日
系
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
勤
務
を
経
て
、
17
年
ク
ニ
エ
入
社
、
現

職
。
物
流
領
域
で
の
業
務
改
革
や
シ
ス
テ
ム
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
を
手
掛
け
る
。

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
第10回

ク
ニ
エ

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
グ
ル
ー
プ

大
室
　
翔
史

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

輸送経済新聞社『輸送経済新聞 2021年5月18日』


